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家庭に起居を共にしておりながら，農業或は漁業と
いう様に家族員各自が異る職業に従事する家族が比
較的多い。この様な環境下に於て，漁業者，及び農
業者の鈎虫感染状況について，興味ある結果を得
た。
¥ 即ち，此の地区を学区ーとする西岬中学校の全生徒
267名について， 飽和食塩水浮灘法に依る検便を行
い， 51名の鈴虫卵陽性者を検出した。その中 44名l
の生徒の同居家族 44世帯 227名の家族について，
同一法に依る検便を行い，鈎虫について，性別の感
染状況，年令別の感染状況及び職業別の感染状況に
ついて検討した。
その成績は
1.性別の感染率には，有意差を認めない。
2. 性別の各年令層の感染率は 41 才 ~60 字の年
令層に於て，男子に低率を示す他，各年令層に 
差異はなし、。 
3.職業別の感染率は，各職業共性別に差異はな
し、。
4.農業者と漁業者の感染率を比較すると，有意
差を以って漁業が低率で、ある。
5.漁業者では，就労条件に依り感染率に差を認
める。即ち季節に依るi漁業従事者の方が 1年間
漁業従事者よりも高率である。 
5. 1)シバ腺に於ける型抗体の産生 
11 口 裕(法医)
局所の淋巴腺で抗体が産生されることは諸家の認
めるところであり，家兎ではか Lる実験に膝個淋巴
腺が便利である。上回はA型人血球を家兎足際皮内
に注射免疫せし場合，血清並びに局所膝胸淋巴腺
に型抗体の産生を認めたが， AS人唾液での免疫で
は血清には型抗体の産生を認めたが，局所膝胸淋巴
腺には型抗体の産生を認めなかったと報告してい
る。
余はA型人血球免疫では勿論， AS型人唾液免疫
でも局所膝掴淋巴腺に~特異性抗体の差生があるこ
とを認めた。 、
A型人血球免疫の 1例では免疫家兎血清の抗A型 
人血球讃集素価は 8倍を示し，膝踊淋巴腺のそれは
16倍であった。局所膝胸淋巴腺の重量増加は 4倍
であった。 
AS人唾液免疫に於いては， 1回の免疫では免疫
家兎血清の抗A型人血球接集素価は 2倍を示すも膝 
J 鯛淋巴腺のそれは認められず，また局所淋巴腺の重 
量増加も僅少であった。隔日 5回免疫例では抗A型
入血球選定集素価は免疫血清で 128倍，局所膝腿淋巴
腺では 4倍を示し膝臓淋巴腺の増量は 3倍であっ
た。ま、た隔日 3囲の免疫でも抗A型人血球凝集素価
は免疫血、請で 32倍，膝胸淋巴腺で 8倍を認められ， 
膝胸淋巴腺の増量は{音で、あった。勿論他側の膝胸淋 
巴腺では陰性である。
以上の如く A'1型家免に AS人唾液で後肢足腰、
皮内免疫を施した場合も;A型人血球を家兎後肢足
際皮内に注射免疫せし場合と同様に局所膝胸淋巴腺
に型抗体の産生をみとめたが， A型人血球免疫の場
合では免疫血清まり局所膝胸淋巴腺の型抗体産生が
強いが， AS人唾液免疫では免疫血、清に較べ膝胸淋
巴腺の産生型抗体は弱く，また膝腕淋巴腺の増量も 
劣る様である。
6.フェノール及'(}クレゾールの体内生成

について
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大使中より分離した数種の菌を用いて，チロジ y
崎よりグレゾール及ひフェノ~ l~ 生成の機序を研究 
しそれについて述べた。
特に TPN叉は FADの還元型から 2Hをチロ
ジンに与えて，直接的に C連鎖切断によりフ z ノ
の供2Hを切り離す酵素の存在を認め，此のl~.， 
給にイソ・グエン酸脱水素酵素系が関係する事及び
， ー
遊離アムモニアと焦性プドウ酸の混液に，此の菌を
作用させても，口紙グロマトでアラニジを認め得な
かった事を述べた。 
7.高血圧病の実態に闘す各研究〈第4報〉
日本人の血清総コレステロ{ノL濃度について。
中神義男(第二生理〉
アテローム，)生動脈硬化と密接なる関連を有すると
思われる血清総コレステロ{ル濃度を，帯、選訳多数
対象について測定し日本人の正常値を検討した。
(1)年令的に梢増加の傾向をみたが男子 160，-.170 
mgfdl，女子 160....190mg/dlであり， 欧米人に比
較して還に低値であった。叉女子は若年，老年を問 
わず男子に比し高値であるo
(2)血清総コレステロール濃度と肥満度(比体重〉
との間に有意の相関あるを知った。 
(3)測定地区によって値が異るも，漁村に高く内
陸農村に低値で、あった。叉地区別の高低は栄養調査
